
花岡事件とは 

第 2次世界大戦中、多くの朝鮮人や中国人

が意思に反して日本へ連行され、鉱山や工場

で過酷な労働を強いられた。秋田県大館市の

旧花岡鉱山もその一つで、劣悪な環境に耐え

かねた中国人労働者が蜂起した出来事が「花

岡事件」である。かつては一部教科書に記述

があったが、現在は姿を消し、地域でも語り

継ぐ人が減りつつある。 

 

強制連行と教科書の記述 

現在の中学校歴史教科書には、強制連行について「低い

賃金で厳しい労働を強いられた」「むりやり連れてこられた

朝鮮人・中国人が炭鉱などで働かされた」などの記述があ

る。しかし、花岡事件そのものは掲載されていない。事件

の存在は地域史として重要であるにもかかわらず、全国的

には学ぶ機会が限られている。 

 

教育現場での取り組み 

秋田大学の外池智教授は、市民団体と協力し、花岡事件

を題材にした授業を県内中学校で実施してきた。授業では、

戦後に元労働者が企業に謝罪と賠償を求め、2000年に和

解した経緯も紹介される。 高校でも、教科書に記述がない

中で、教員が戦争期の強制労働の実態を補足しながら事件

を伝えている。 

 

生徒の声 

• 「なぜ教科書に載っていないのか」 

• 「忘れてはいけない事件だと思った」 

• 「賠償よりも謝罪が大切だと感じた」 

授業を受けた生徒たちは、事件の重さと向

き合い、歴史を学ぶ意義を自ら考え始めて

いる。

 

未来へつなぐために 

語り継ぐ人が高齢化する中、地域の歴史をどう伝えるかは教育の大きな課題である。 花

岡事件は、過去の出来事ではなく、今を生きる私たちが「加害の歴史」と向き合い続けるた

めの記憶でもある。 
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